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中野区の保幼小中連携教育について

本区では長きにわたり公立・私立を越えて就学前教育・保育施設と小学校の相互理解・

情報共有等に取り組んできた。また、平成２５年度からは「小中連携教育」を展開してき

たところである。

現在の複雑な社会情勢や子どもたちを取り巻く課題を解決していくためには、これまで

の「保幼小連携教育」及び「小中連携教育」を各々に発展させるとともに、一体的に展開

する「保幼小中連携教育」が、重要な手だてとなると考える。

昨年度の連携教育検討委員会での検討内容を踏まえ、別紙「中野区の保幼小中連携教

育」のとおり、今後の「保幼小中連携教育」のあり方や方向性をまとめた。その概要は、

下記のとおりである。

記

１ 保幼小中連携教育の目的

（１）全ての子どもたちの就学・進学に伴う不安の解消を図り、子どもたちが安心し

て学び、一人ひとりの個性を生かしながら成長できることを目指す。

（２）１５年間の学びの連続性を踏まえたカリキュラムの連携により、子どもたち一

人ひとりが確実に「生きる力」を身に付けることを目指す。

２ 対象

区立就学前教育・保育施設、小学校及び中学校

※私立就学前教育・保育施設との連携も可能な限り実施していく。

３ 取組期間

令和２年度からの５年間とし、以下の３期に分けて段階的に進めていく。

４ 主な取組

令和２・３年度 令和４・５年度 令和６年度

導入期 充実期 総括期

取組 概要 具体的な実践例

取

組

１

地域を核にし
た連携

これまでの取組を継続しながら、１５年間の学
びの連続性の視点に着目して、内容を工夫・改善
することで、一層充実させる。

・オープンキャンパス
・乗り入れ指導
・合同行事
・小中連携授業改善プラン
・小学校教科担任制 等

取

組

２

教職員連携
異校種の教職員が教育活動に関わり合うこと
で、さらに互いの校種への理解を深めるととも
に、各中学校区の課題解決に向けて協働で取り
組む。

・保幼小連絡協議会
・小中連携教育協議会
・保幼小中連携教育研修会
・園・校内研修への相互参加
等

取

組

３

カリキュラム
連携

「学力向上」「体力向上」「心の教育」「特別支
援教育」の４つの視点で、幼児期から中学校ま
での１５年間の学びの連続性を意識した教育内
容についての研究・実践を行う。

・カリキュラム連携研究
※導入期は委嘱委員会にて先行
研究を行い、充実期以降は各中
学校区で推進していく。
































































